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　　　　　　　　　　　　　　　本会会報ほか

　○本会例会（昭和3g年）一一第1回（総会）　（日本オリエント学会関西部会と共催）　：5月30

日午後2時，於京大楽友会館，足利惇氏氏　「イランの方雷について」。　○本会の振替口座は京都

7293番，精々e“利用を乞う。

　○京都大学ag　4，次イラン・アフガニスタン・パキスタン学術調査隊は隊長水堅評清一渓のi｝’霞套宋帰

岡（本誌筋号参照）につづいて頭絹幸治氏はユ月末，小野山節，小谷仲舅，簾爵蕉進の各民は2屑

宋帰圏された。現地での作業はクンドゥズのバラ叱ッサーール及びドゥルマン・テペの発掘，バダ

クシャ・一・mンの踏査，ジェララーーバードのバサワール石窟の予備調査（以上アフガェスタン），チャ

ナカ・デリとメサ・ハンダの継続発掘及びタレリー下院髄の新発掘（以上パキスタン）など。

　○京大東南アジア研究センター一は2月7E三1バンコクにて醐所式を雛行。「東面アジア研突」第3

号は3月3蝦発行，第4丹は近弼（6月30111”1）の予定。

　○日本オリエント学会の季伺rオリエントjVol。　VI，聾。，3は昨lil三！2月20i＝i発行，足利檸賃氏ほ

か諸氏の論文，No．4は三年3月201三i多§行，締康誠教授（大販外大）ほか諸疑の研究報ll｝簿登載。

　　　　　　　　　　　　　　　本　会　会　員　消　患

○呂比野丈夫氏（京大入文科研目減授）は京大東南アジア研究センター一から派遣され昨年8ノ＝ヨ揖発

マラヤ，シンガポール，チュラmンコン各：大学等にて東南アジア華僑の歴史的・社会i／l勺研究舷びに

現地における関係資料の調査を了え10月帰属iされた。　○申原与茂九郎疑（立命館大学教授・本会

蘭爾会長）の「ケンギル都市闘盟について一劫期メソポタミア史の一閥題一」（『史林』1964年第1

轡）は本誌NoほQ所載の隅教授の論文とも関連事項多数。岡氏宅でのシュメール語テキストの演

習は新刊醤の欝評をも交えて旺ん。　O岩村忍SE（京火人文科研教授）は2月1日京大東南アジア

研究センター所長に就任，2月711，：iバン：コクの岡センター開所式に参列の上國16日帰魍，更に3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下P．54につづく）
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11露虫初頭の12イマーム派のイスラム教理問答

翻からでたものである。人々は神に従い，イマーームの積極的命令（amr）と禁焦（nahy）

に服従し，神をもって，それ自身恣意的なものとみなすことこそ人々の義務である。

人々がこのようにしないならば，はては神の義務的な御業に欠陥を爆ぜしめ，自らの

手でi死滅を招くことになる。

103問一イマームが御姿をあらわし，隠れた場所から外部にあらわれるとき，その御

方を識別する方法はなにか。

答一イマームを識別する方法は，イマームの手であきらかにされる奇蹟によって

である。

（導者“は火阪運気照語大学助教授）

（p。30“甦報”のつづき）

9臼京都発ワシントンのアジア研究会議に臨席4廻9｝三隔圃された。　○織照武雄氏（京大文学部

教授・本会醐会長）ほか諸氏の「西アジア」　（誠文党毅光社：撤界地礫風俗大系12）は2∫郵5；三1発

行。　○藪内清氏（螢火人文科研纂訳）の「中国宵代の科学」は2月15馨1発行（野芝断書）。

○岩本裕氏（京火文学部講緬）の「仏教説話」（筑摩黒房グリーンベルト・シリーーズ），「仏数入門」

（申公新書），「法華経」中巻（岩波文運）は夫々2月151／：i，属25臼，3廻161三｛発行a　　O川誓霞

二郎氏，梅樟忠夫氏は夫々3月2蝦，闘241三｛帰国された（本誌前弩参照）。　○二部正明氏（京大

文学部助教授）はハーヴr一ド大学に研兜沼，欧州インドの諸大学歴訪の上3月271三嚇縫されたe

O田村実造氏（京大文学部教｛受）編「dプン・ハルドゥーンの『歴史穫謝上巻」　（アジア経済調

査研究双書第107集）は3月30隔発行。詞数授の序のほか，イブン・ハルドゥーンの生涯（羽［ヨ三i明

氏），「歴史序説」の内容紹介（田村実造氏），「歴炎騎説」研究の1紅1顧と展望（羽繊朋氏）が付せ

られ，翻訳は藤本勝次助教授と清水丁丁が担当，1王｛村・羽1礫題教授が訳文（pp・47－572）の校闘に

当たられたもの。　○村囲藪之亮氏（阪大文学部教捜）は3月末停年三宮きれた。　○慈地利明氏

は名大文学部地理学助手に新任された（4月1i三D。　○井本英一氏（広火文学部講師）は大阪外

麟語大学助教授に，宵賀勝郎茂も闘外大講緬に夫如1騒・新任された（4月11三D。　○足利惇氏玩

（京大文学部長・岡教展，本会会喪ほか）は3月末文学部長を任期満了され，つづいて京大漿爾ア

ジア研兜センター管理婁貫長，京大アメリカ研究センター網委嬉涙をも辞任された。5月9断緬3
才を迎えられた醐教授の烈日事業会も近く姶動の態勢にある。　○井上智勇氏（京大文学部教授）

は4月11ヨ京大文学部長に就任，飼10日には京大アメリカ研究センター認蚕緻長に葦螂壬きれた。

○百中四郎氏（大阪外大助教慢）の「アラピアー漁期マタイ山隠：翠」は4月10｝1謬§行（大販外大マナー

ラ会）。岡氏には更にアラビア語関係の労作が進行中。　○羽繊明氏（京大教擾・本誌編集畏）は

パリ大学都市の臼木翼々幾として4月23【；三i羽E日発赴任された。任期2年の閲，岡代から溝代衝嬬へ

かけての申央アジア史の諸閥題をも研究調査される。　○杉勇略は4月2引｝藷羽alilこ帰着された（本

誌蔚居参照）。　○岸本通夫氏（大阪市火助数回）5月10門羽田発，トルコ，J6’　・一ストリア，チェ

コ，ドイツ，ベルギー，仏，英，スペイン，イタリア諸手の各大学及び研究所を歴訪，仏語学，ロ

マン語学及び言語学の研究，滋びに圓教授法調査の上7月28［三1帰駿iされる予定。　Ol藤長氏（東

大文学部助教授）の「フウラン・テプテル」　（霜藥正就民と共訳）は5月20配【発行（法蔵館）。

○吉田光邦氏（春日人文科研助教授・木誌編集部員）は京大東菌アジア研究センターから派遣され

て6月！E溌，東南アジア諸麗族の物質文化の研究調査のためタイ及びマレ・…シア連邦に赴き6

月末帰園きれる予定。　○棚瀬嚢爾属（京大文学部勤数授）は岡上研究センター一から派遣されて6

月1｝三溌，東南アジア，主としてマレ・・一シア人社会の文化人類学的研究調査のためマレ・一・シァ連邦

を空とし，その他タイ，インドネシア，フィリピンをも歴訪後10月1購帰園きれる予定。

ww@，rj，，E　一


